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接続問題
ひらがな文字の前提としての音韻意識の
発達をうながす
音韻意識
　◆ひらがな文字の直接指導ではない
　　音韻意識は、文字を使用しないことが原則

　◆ことば（単語）の音（オン）に注意を向ける力の発達
　　　意味からオンへ

　音韻意識は、遊びの中で育つ
　　※ひらがな文字獲得の前提だが、文字指導ではない
　　年長では文字を使うこともある
（注意「文字を数える」という言い方がおおい⇒「音を数える」でない
といけない）



就学前の音韻意識と1年生ひらがな書字の関係 (幼年長児→1年生）      

①音韻意識の種類とモーラ数がひらがな書字に異なって影響する

⇒音韻意識課題の４つすべて実施することが重要。全部できないときは、逆唱が必須

②1年生7月と12月の書字成績に対する音韻意識の影響は，音韻意識の種類によって異なる

③「分解低」群は12月書字成績も低位にとどまり，特に直音単語に比べて特殊拍単語で困難が大きい

　⇒分解が不十分だと、1年生12月でもひらがな読み書きが困難

④年長時の音韻意識の成績がひらがな書字に対して長期的な影響を及ぼしている

就学前の子どもたちには、音韻意識の力が備わっていることが大事
であり、大人はその点を理解して子どもとかかわることが大事！ 
年中から年長クラスのすべての子どもの指導内容として

幼稚園年長児の音韻意識と小学1年生ひらがな書字成績との関係ー幼稚園年長時から小学1年生7月・12月までの縦断的検討を通してー　　
　深川美也子(2022)：LD研究第巻31巻第1号p.2-16



☆ 「音韻意識」を意識した読み書きの土台の力の指導　

・音韻意識は感覚的なもの⇒意図的指導には困難が伴う
  …未発達の子どもには大きな負荷のかかる作業
   すぐに「いらいら、多動、逃げる」それほど困難
・しんどさを理解しながら、さまざまな活動を短時間で瞬
時に切り替えて取り組む

読み書きの習得に先立って重要な　音韻意識の発達　　　　　　　　　　　　　　　　　

自生的に発達する
話しことば・・・音の連なりである「語」
     音韻的構成要素に分節化
         

各々の語音を同定し、音の配列順序を把握・・・音韻操作        

 

文字は使いま
せん！

学習で
は文字
を使う
ことも
ある



あそびにおける留意点
•勝ち負けやルールに従うことも重要だが、それ以上にその遊びを楽しく続け
ることができることが重要

• しりとりのようなことば遊び・・・音韻意識を必要とするが
　十分な音韻意識を持たない段階でも遊びに加わって楽しむことは可能
・未熟であっても、遊びへの参加を通じて子どもたちは音韻意識を身につける。
・それが結果的にはひらがなの読みの習得につながっていくと考えられる。

音韻意識を育てるのは「ことばあそび」
※一般的な遊びではないこと（それは問題なくできる）
※長期の意図的指導が必要。
※音韻意識が普通に発達している子どもは放っておいても音韻で
楽しく遊ぶ



　音韻意識と「文字‐音対応規則」の区別と関係
•「音韻意識」：ことばの「音」を意識すること（文字は無関係）
 自然に身につく「音韻意識」（「単語」であること）
          発達
その発達の上に
「文字－音対応規則」は 「一文字読み」のこと
                  （フォニックスもこれ）

•「文字－音対応規則」のアセスメント：
   清音、濁音、半濁音の1文字の読みの確認、  
   特殊拍の読み・・・文字と音の対応関係が複雑

単語読みがポ
イント！



キッズカレッジでの取り組みと
その効果

• 保護者の教育相談から始まる→アセスメント→必要ならば学習室へ
• 学習室は基本は月2回、各1時間、基本は１対１の個別指導
• 子どもに合わせた指導だが、プログラムは一定。
・　教えない・直さない・指摘しない、指導法
★具体的指導法：すべてが「子ども自身のもの」（自分のもの）
　「教えない」＝外部の基準に合わせる指導はしない
　消さない・直さない：間違いを消させる＝子どものしたことを否定する＝子どもの人
格否定
　誘導しない：「誘導」＝子どもは自分の思考を捨てる
　自分で見つけて自分で直す
「子どもの間違いには、理由がある」　エラーこそ大事



　学習室の指導の実際
学習の手順　　
子どもペースに合わせる
１、おはなし
２、リラックス
３、宿題確認
４、本読み
５、イメージ：粘土で形を作る
６、粘土ひもで文字を作る・辞書で確
認する
７、書く（2回だけ）

•学習の外に安心ではなく、学習
の中に「安心と自尊心」を

•障害の自己認識（「障害告知」
ではない）を発達段階に応じて

•主体としての子どもの意志（つ
もり）、思い、思考のリズム・ペー
スに合わせる

•障害(特性)ではなく、大部分の
「正常な発達」(人格）に働きか
ける

「安心と自尊心」
　　＋「直接的学習指導」



SKCの音韻意識中心のひらがな指導
◆指導は意図的だが、子どもにとってはあそび。
　　指導を道徳教育に変質させないこと

　　　パスあり、勝手あり、間違いはOK、ルールはおおざっぱ
◆音韻意識は、非常に神経に障る教育になる。二次障害の温床。

　　子どもにとってしんどいことを理解する。

◆この段階では、学校での文字の読み書きのていねいな指導は、かえって、文字ぎ
らい、学校嫌いをすぐに生む。

　　　お直しは、効果なし

◆音韻意識の指導をじっくり、ゆっくり楽しみながら行う。

◆五十音を位置で覚える指導も有効なことがある。この場合、短時間のみ。
指導の中心は、間違っても良い安心感、認めて貰うことによる自尊心



SKCキッズカレッジの「3つの発見(提案）」
１．発達障害のある子どもの「発達的本質」
  まじめ、がんばり・一生懸命、やさしい
 「安心と自尊心」を基に「“特性”を全開する」
 …指導の原則としては「得意なこと・好きなことは伸ばす、嫌いなこ
と・苦手なことは回避する」

こだわりはまじめさの表現

がんばりすぎる傾向、緊張と疲れで荒れる

ひとへの関心、気配り、

幼少時の一瞬のやさしさと突然の暴力



２．「アセスメントの3つの相」
  通常、第1相で、WISC知能検査等のみ。最近は、いくつかの読み書
きの検査が作られている。SKCキッズカレッジでは、自作のアセスメン
トバッテリーを使っている。
  教育実践には特に第2相；自己認識、困難への反応、
  第3相；教育的見通しが重要いろいろな検査結果、認知特性よりも、
「発達障害の子どもの本質」が最も重要
３．「急激な飛躍的変化」の事実 
 …「障害」から「個性」への自らの主体的発達
  発達障害の子ども（特にAｓタイプ）は、部分的落ち込みとジグ
ザグした経過にもかかわらず、全体として通常の発達の経過をたどる。



現象にとらわれ反応すると「本質」は見えない

◆「安心と自尊心」＋学習の直接的指導
“頑張って、失敗する・間違える”、“してはいけないとわかっていてしてしまう”
→「僕は悪い子」「僕なんかいなければいい」「死んでしまいたい」と年長や1年生
が言う
◆まじめで、一生懸命頑張る　⇒指導は「がんばらない」
「まちがってもいい」「しっぱいしてもいい」「できないことは無理しなくてもよ
い」（「そんなことを言ったら全然しなくなる」と先生は言う）
事実は逆
なぜなら、この子どもたちは、本当はやりたい、できたい、がんばりたい、と思って
いる。
むしろ、頑張りすぎることが問題。そのため、二次障害が起きることがよくある。学
校の危機は「教えすぎ」「教えないと先生が不安になる」
キッズ的には：「頑張っているとき、調子の良い時こそ、危ない」（ストレスとフラ
ストレーションをため込んでいる）



◆スキル指導中心の発達障害教育の転換が必要
 子どもに「自分で考える力」「主体的自己決定の力」を育てる
 そのためには、絶対的自由度が必要
 「しなくてもよい」という自由度。「ゆっくり自分のペースで考えてよい、間違え
てよい」という安心感
「他の人と違って大丈夫」という感覚
「無駄なこと（外から見て）」を子どもは必要としている
発達障害の子どもの思考は、ゆっくりで十分な時間が必要、スピードは禁物


